
(57)【要約】

【課題】ガイドワイヤや処置具のカテーテルへの挿通量

を容易に認識でき、かつ、手術時間の短縮を図ることが

できる内視鏡用カテーテル装置を提供する。

【解決手段】先端側および後端側でそれぞれ異なる内腔

径を有し、内視鏡と組み合わせて使用されるカテーテル

１０が先細のテーパ部２４で連通されてなり、かつ、こ

のカテーテル１０の後端側にガイドワイヤ１８と処置具

２０とを配設可能で、これらガイドワイヤ１８と処置具

２０とのうちの選択した処置具２０をカテーテル１０の

先端部から導出可能となっている。ガイドワイヤ１８を

カテーテル１０の後端側からテーパ部２４まで挿通した

状態のときに、ガイドワイヤ１８の先端がカテーテル１

０のテーパ部２４よりも後端側に位置することを認識可

能なを指標５０ａをガイドワイヤ１８に設けた。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 を 有 す る カ テ ー テ ル に 複 数 の 細 長 の 器 具 を 同 時 に 収 納 可 能 な 処 置 具 収 納 部 が 形 成 さ
れ る と と も に 、
こ の 処 置 具 収 納 部 の 先 端 部 に 前 記 器 具 を 選 択 的 に 外 部 側 に 導 出 す る 小 径 の 細 径 部 が 形 成 さ
れ た 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 に お い て 、
前 記 処 置 具 収 納 部 に 挿 入 さ れ た 前 記 器 具 の 先 端 が 処 置 具 収 納 部 の 先 端 位 置 近 傍 に 配 置 さ れ
て い る 状 態 を 認 識 す る 器 具 位 置 認 識 手 段 を 前 記 器 具 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 カ
テ ー テ ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る カ テ ー テ ル と し て は 、 例 え ば 特 開 平 １ １ － ３ １ ８ ８ ２ ０ 号
公 報 に 開 示 さ れ た も の が あ る 。 こ の 技 術 の カ テ ー テ ル の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る 挿 入 部 に
は 、 案 内 用 ガ イ ド ワ イ ヤ と 、 処 置 具 と を 同 時 に 収 納 可 能 な 処 置 具 収 納 部 を 備 え て い る 。 一
方 、 こ の 処 置 具 収 納 部 の 先 端 部 に 処 置 具 収 納 部 に 比 べ て 内 径 を 小 さ く 絞 っ た 細 径 部 が 先 細
の テ ー パ 部 を 介 し て そ の 先 端 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 処 置 具 収 納 部 内 の ガ イ ド ワ イ ヤ
お よ び 処 置 具 の い ず れ か を 選 択 的 に 細 径 部 を 通 し て カ テ ー テ ル の 先 端 部 か ら 外 部 側 に 導 出
可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 技 術 で は 、 膵 胆 管 の 診 断 や 処 置 時 に は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 内 視
鏡 用 カ テ ー テ ル が 挿 入 さ れ 、 こ の カ テ ー テ ル に 生 検 鉗 子 な ど の 処 置 具 を 挿 通 さ せ て 内 視 鏡
用 カ テ ー テ ル 装 置 と し て 使 用 さ れ る 。 こ の 処 置 具 の 使 用 時 に は 、 予 め 内 視 鏡 が 患 者 の 体 内
、 例 え ば 十 二 指 腸 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て カ
テ ー テ ル や 鉗 子 な ど の 処 置 具 を 患 者 の 体 内 に 押 し 込 む 。 こ の と き 、 カ テ ー テ ル は ガ イ ド ワ
イ ヤ に ガ イ ド さ れ て 体 内 の 目 的 部 位 ま で 導 か れ る 。 ま た 、 カ テ ー テ ル の 使 用 後 に 続 い て 生
検 鉗 子 を 使 用 す る に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 を 処 置 具 収 納 部 ま で 引 き 抜 い た 後 、 内 視 鏡
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 生 検 鉗 子 を 体 内 に 挿 入 す る 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 処 置 具 収 納 部 や 細 径 部 は 非 常 に 長 く 形 成 さ れ 、 こ の よ う な 従 来 の 技 術 に か か る ガ
イ ド ワ イ ヤ や 生 検 鉗 子 な ど の 器 具 の カ テ ー テ ル へ の 挿 通 量 を 認 識 す る こ と は 困 難 で あ る 。
す な わ ち 、 こ れ ら の 器 具 の 先 端 部 が カ テ ー テ ル の ど の 位 置 に あ る か を 認 識 す る こ と が で き
な か っ た 。 こ の た め 、 次 の 処 置 に 移 る ま で に 時 間 が か か り 、 患 者 に 対 す る 手 術 時 間 の 長 時
間 化 を 引 き 起 こ す 一 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 各 種 器 具 の カ テ ー テ ル へ
の 挿 通 量 を 容 易 に 認 識 で き 、 か つ 、 手 術 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 内 視 鏡 用 カ テ ー テ
ル 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 の 可 撓 性 を 有 す る カ テ ー テ ル に 複 数 の 細 長 の 器 具 を
同 時 に 収 納 可 能 な 処 置 具 収 納 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 こ の 処 置 具 収 納 部 の 先 端 部 に 前 記
器 具 を 選 択 的 に 外 部 側 に 導 出 す る 小 径 の 細 径 部 が 形 成 さ れ た 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 に お
い て は 、 前 記 処 置 具 収 納 部 に 挿 入 さ れ た 前 記 器 具 の 先 端 が 処 置 具 収 納 部 の 先 端 位 置 近 傍 に
配 置 さ れ て い る 状 態 を 認 識 す る 器 具 位 置 認 識 手 段 を 前 記 器 具 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル の 先 端 か ら 導 出 さ せ た 複 数 か ら 選 択 し た
器 具 の 先 端 を 、 こ れ ら 器 具 を 収 容 可 能 な カ テ ー テ ル の 処 置 具 収 納 部 に 戻 し た と き に 、 こ の
器 具 の 先 端 の 位 置 を 容 易 に 確 認 （ 認 識 ） す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 次 に 選 択 し た 器 具
を カ テ ー テ ル の 先 端 か ら 導 出 さ せ る と き の 術 者 の 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 手 術 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ （ Ａ ） は 、 こ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 を 示 し て い る 。 図 １ （ Ａ ） に 示
す よ う に 、 こ の 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 に は 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ と 、 こ の ガ イ ド カ テ
ー テ ル １ ０ に 挿 通 可 能 な 器 具 と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ に は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ 体 か ら な る 細 長 い 挿 入 部 １ ２ と 、 こ の
挿 入 部 １ ２ の 基 端 部 に 連 結 さ れ た 手 元 側 の 操 作 部 １ ４ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ （ Ａ ） と 、 図 ２ （ Ａ ） お よ び 図 ２ （ Ｂ ） と に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ ２ に は 、 各 種 器 具
、 例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と 処 置 具 ２ ０ と を 同 時 に 収 納 可 能 な 処 置 具 収 納 部 ２ ２ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 処 置 具 ２ ０ と は 、 図 １ （ Ｂ ） な い し 図 １ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば
把 持 鉗 子 ２ ０ ａ 、 生 検 鉗 子 ２ ０ ｂ 、 細 胞 診 ブ ラ シ ２ ０ ｃ な ど 、 様 々 な 種 類 の 処 置 具 で あ る
。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ を 例 に し て 説 明 す る 。 ま
た 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 こ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ は ル ー メ ン 内 に ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と
把 持 鉗 子 ２ ０ ａ と を 略 平 行 に 収 納 し 、 互 い が 相 互 に 抵 抗 が 小 さ く 、 前 後 に 移 動 （ 摺 動 ） す
る の に 十 分 な 太 さ に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ （ Ａ ） お よ び 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、
こ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の ル ー メ ン は シ ン グ ル ル ー メ ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ （ Ａ ） と 、 図 ２ （ Ａ ） お よ び 図 ２ （ Ｂ ） と に 示 す よ う に 、 こ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先
端 側 に は 、 外 径 寸 法 を 小 さ く 絞 っ た 細 径 部 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 細 径 部 １ ６ は 乳 頭 挿 入
性 を 高 め る た め 、 十 分 に 細 く 形 成 さ れ 、 内 部 の ル ー メ ン も こ れ に と も な っ て 細 く な っ て い
る 。 こ の 細 径 部 １ ６ の 先 端 開 口 部 の 大 き さ （ 内 径 寸 法 ） は 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 の ガ イ ド ワ
イ ヤ １ ８ ま た は 処 置 具 ２ ０ と し て 例 え ば 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の い ず れ か 一 方 を 選 択 的 に 挿 通 可
能 な 程 度 の 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 こ れ ら 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と 細 径 部 １ ６ と の 間 に は 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 側 か ら 細 径
部 １ ６ 側 に 向 か っ て チ ュ ー ブ 体 の チ ュ ー ブ 径 が 滑 ら か に 小 さ く な る 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ が 形
成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 挿 入 部 １ ２ に は 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と 細
径 部 １ ６ と が 連 通 し て 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 の ガ イ ド ワ イ ヤ
１ ８ ま た は 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ を 選 択 的 に 細 径 部 １ ６ を 通 し て 外 部 側 に 導 出 す る 処 置 具 導 出 ガ
イ ド 手 段 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 挿 入 部 １ ２ の 手 元 側 の 操 作 部 １ ４ に は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 処 置 具 収 納 部 ２
２ の 後 方 に 突 設 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 こ の 突 設 部 ２ ６ は 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸
に 沿 っ て い る 。 そ し て 、 こ の 突 設 部 ２ ６ の 後 端 部 に は 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に 連
通 す る 開 口 端 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 開 口 端 部 ３ ０ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ お
よ び 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ が 挿 入 可 能 で 、 挿 入 部 １ ２ と の 連 通 管 路 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 こ の 開 口 端 部 ３ ０ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ お よ び 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 挿 入 時 に こ
の 開 口 端 部 ３ ０ を 水 密 に シ ー ル す る 図 示 し な い シ ー ル 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 突 設 部 ２ ６ に は さ ら に 、 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸 の 方 向 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 向 け
て 送 液 口 金 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 送 液 口 金 ３ ８ の 基 端 部 は 連 通 管 路 に 連 通 さ れ て い
る 。 な お 、 こ の 送 液 口 金 ３ ８ に は 図 示 し な い シ リ ン ジ 、 あ る い は 送 液 チ ュ ー ブ 等 の 送 液 手
段 が 連 結 さ れ 、 造 影 剤 等 の 薬 液 を 供 給 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 、 す な わ ち 処 置 具 収 納 部 ２ ２ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １
８ お よ び 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 先 端 部 が 同 時 に 収 納 可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 処 置 具 導 出 ガ
イ ド 手 段 に よ っ て 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ ま た は 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の い ず れ
か 一 方 が 選 択 的 に 細 径 部 １ ６ を 通 し て 外 部 側 に 導 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ に は 、 指 標 ５ ０ ａ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 指 標 ５ ０ ａ は 開 口 端 部 ３ ０ に 相 対 す る 位 置 に 位 置 し た と き に 、 ガ イ
ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 部 が 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と 細 径 部 １ ６ ま た は 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と の 境 界
に 位 置 す る こ と を 示 す ガ イ ド ワ イ ヤ 位 置 認 識 手 段 （ 指 示 手 段 ） と な っ て い る 。 す な わ ち 、
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 と 指 標 ５ ０ ａ と の 間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ
ー テ ル １ ０ の 開 口 端 部 ３ ０ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 部 （ テ ー パ 部 ２ ４ の 先 端 部 ） と の 間
の 長 さ に 共 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ に は 、 指 標 ５ ０ ｂ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 指 標 ５ ０ ｂ は 開 口 端 部 ３ ０ に 相 対 す る 位 置 に 位 置 し た と き に 、 把 持
鉗 子 ２ ０ ａ の 先 端 部 が 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と 細 径 部 １ ６ ま た は 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と の 境 界 に
位 置 す る こ と を 示 す 処 置 具 位 置 認 識 手 段 （ 指 示 手 段 ） と な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施
の 形 態 で は 、 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 先 端 と 指 標 ５ ０ ｂ と の 間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０
の 開 口 端 部 ３ ０ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 部 （ テ ー パ 部 ２ ４ の 先 端 部 ） と の 間 の 長 さ に 共
通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ れ ら 指 標 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ と し て は 、 視 覚 で 認 識 可 能 な マ ー キ ン グ が 施 さ れ て い る
こ と が 好 ま し い 。 例 え ば マ ー キ ン グ と し て は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 指 標 ５ ０ ａ の 色 と 、 こ
の 指 標 ５ ０ ａ 以 外 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 部 位 の 色 と が 大 き く 異 な る よ う に 例 え ば 塗 料 で 彩
色 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 指 標 ５ ０ ｂ も 同 様 に 彩 色 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 生 検 鉗 子 ２ ０ ｂ は 図 示 し な い 手 元 操 作 部 に よ り カ ッ プ の 開 閉 を 行 い 、 体 腔 内 の 組 織
を 採 取 す る も の で あ る が 、 そ の カ ッ プ 形 状 と し て は 、 以 下 の よ う な 形 状 の も の が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ （ Ａ ） は カ ッ プ １ ０ １ を 閉 じ た 状 態 で 、 カ ッ プ １ ０ １ を 先 端 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
片 方 の カ ッ プ １ ０ １ ａ に は 三 角 形 状 も し く は 台 形 形 状 な ど の 突 起 １ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る
。 ま た 、 も う 一 方 の カ ッ プ １ ０ １ ｂ に は 、 突 起 １ ０ ２ を 受 け る 三 角 形 状 も し く は 台 形 形 状
な ど の 凹 部 １ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ （ Ｂ ） は カ ッ プ １ ０ １ が 閉 じ た 状 態 を 側 面 か ら
見 た 側 面 図 で あ る 。 カ ッ プ １ ０ １ の 両 側 面 に も 同 様 に 突 起 １ ０ ４ お よ び 凹 部 １ ０ ５ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 別 の カ ッ プ 形 状 と し て 図 ４ に 示 す も の が あ る 。 こ の カ ッ プ 形 状 は 図 ３ （ Ａ ） お よ び
図 ３ （ Ｂ ） に 示 し た 先 端 側 の 突 起 １ ０ ２ お よ び 凹 部 １ ０ ３ を な く し た も の で あ る 。 こ の 代
わ り に 、 両 カ ッ プ １ ０ １ の 先 端 半 球 状 部 内 側 に 略 ９ ０ °の エ ッ ジ １ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
組 織 採 取 に あ た っ て は 、 開 い た 状 態 の カ ッ プ １ ０ １ を 組 織 に 押 し 付 け な が ら 、 カ ッ プ １ ０
１ を 閉 じ て カ ッ プ １ ０ １ 内 に 組 織 を 取 り 込 む 。 し か し 、 カ ッ プ １ ０ １ を 押 し 付 け て い る た
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め 、 カ ッ プ １ ０ １ が 組 織 に 対 し て 滑 る の を 防 止 す る に は 、 カ ッ プ １ ０ １ の 手 元 側 、 つ ま り
カ ッ プ １ ０ １ 側 面 の 突 起 １ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 カ ッ プ １ ０ １ 内 に 取 り 込 ん だ 組 織 を 切 除 す る の は 、 カ ッ プ １ ０ １ を 閉 じ た ま ま 、 生
検 鉗 子 自 体 を 引 く こ と に よ り 行 わ れ る 。 そ の 際 、 カ ッ プ １ ０ １ 内 に 取 り 込 ん だ 組 織 が カ ッ
プ １ ０ １ 内 か ら 滑 り 出 て し ま う の を 防 ぐ た め に 、 カ ッ プ 内 面 に 引 っ 掛 か り 部 、 つ ま り エ ッ
ジ １ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ の た め 、 こ の よ う な 構 造 で は 、 組 織 の カ ッ プ １ ０ １ 内 へ の 取 り 込 み 、 ま た 、 取 り 込 ん だ
組 織 の 切 除 の 両 立 を 図 れ る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に し て 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 作 用 ）
次 に 、 上 記 構 成 の 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 の 作 用 に つ い て 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実
施 の 形 態 の ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ は 図 ５ に 示 す よ う に 予 め 患 者 の 体 内 、 例 え ば 十 二 指 腸 Ｈ

１ に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ４ ０ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ
の 状 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ お よ び 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 指 標 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ は 、 ガ イ ド カ
テ ー テ ル １ ０ の 外 部 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 挿 入 作 業 時 に は 、 予 め ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ を ガ イ ド カ テ ー テ ル
の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 か ら 挿 入 部 １ ２ の 細 径 部 １ ６ の 先 端 部 の 先 端 開 口 部 を 通 し て 外 部 側
に 導 出 さ せ る 。 こ の と き 、 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ は 先 端 が ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 処 置 具 収 納 部
２ ２ 内 に 収 納 さ れ た 状 態 で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ を 患 者 の 乳 頭 Ｈ ２ か ら 総 胆 管 Ｈ ３ 内 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、
続 い て 肝 門 部 Ｈ ４ で 枝 別 れ す る ２ つ の 管 路 Ｈ ５ ， Ｈ ６ の い ず れ か に 挿 入 し 、 こ の ガ イ ド ワ
イ ヤ １ ８ の 先 端 部 を 体 内 の 目 的 部 位 ま で 導 く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 挿 入 後 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ に 沿 っ て ガ イ ド カ テ ー テ
ル １ ０ を 細 径 部 １ ６ か ら 同 様 に 患 者 の 乳 頭 Ｈ ２ を 通 し て 総 胆 管 Ｈ ３ 内 に 挿 入 す る 。 そ の 後
、 続 い て 肝 門 部 Ｈ ４ で 枝 別 れ す る ２ つ の 管 路 Ｈ ５ ， Ｈ ６ の い ず れ か に ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ に
沿 っ て 挿 入 し 、 こ の ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 細 径 部 １ ６ の 先 端 部 を 体 内 の 目 的 部 位 ま で 導
く 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 挿 入 部 １ ２ に お け る 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 側 の 部 分 の 長
さ （ 細 径 部 １ ６ と 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と の 合 計 の 長 さ ） は 、 例 え ば 約 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ 程
度 に 設 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 長 さ は 、 以 下 の 第 １ の 長 さ と 第 ２ の 長 さ を 合 わ
せ た 長 さ で あ る 。 第 １ の 長 さ は 、 例 え ば 患 者 の 十 二 指 腸 Ｈ １ に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ４ ０ の 処
置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 開 口 部 か ら 内 視 鏡 ４ ０ の 外 部 側 に 突 出 さ れ た ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０
の 先 端 の 細 径 部 １ ６ が 患 者 の 乳 頭 Ｈ ２ か ら 総 胆 管 Ｈ ３ 内 に 挿 入 さ れ る 長 さ で あ る 。 ま た 、
第 ２ の 長 さ は 、 続 い て 肝 門 部 Ｈ ４ で 枝 別 れ す る ２ つ の 管 路 Ｈ ５ ， Ｈ ６ の い ず れ か に 挿 入 さ
れ る 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 挿 入 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ を 引 き 戻 し 、 ガ イ ド カ テ ー テ
ル １ ０ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 に こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 部 を 収 納 す る 。 す な わ ち 、 ガ
イ ド ワ イ ヤ １ ８ は ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 で 保 持 さ れ る 。 ま た 、 こ の
と き 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 指 標 ５ ０ ａ は 開 口 端 部 ３ ０ よ り も 後 方 側 、 す な わ ち ガ イ ド カ テ
ー テ ル １ ０ の 外 部 に 位 置 し て い る 。 し た が っ て 、 開 口 端 部 ３ ０ よ り も 指 標 ５ ０ ａ が 後 方 側
に あ る の で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 は 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ の 先 端 よ り も 後 方 側 に 位 置 し て
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い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ の 後 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 送 液 口 金 ３ ８ に 連 結 さ れ た 送 液 手 段 か ら 造 影 剤 等 の 薬 液
が 供 給 さ れ る 。 こ の 造 影 剤 等 の 薬 液 は 送 液 口 金 ３ ８ か ら 連 通 管 路 お よ び 挿 入 部 １ ２ の チ ュ
ー ブ 体 の 内 腔 を 順 に 通 り 、 細 径 部 １ ６ の 先 端 の 先 端 開 口 部 か ら 体 内 に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 造 影 剤 等 の 薬 液 の 注 入 後 、 続 い て 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ を 使 用 す る 場 合 に は 図 ２ （ Ａ ）
お よ び 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 内 か ら 把 持 鉗
子 ２ ０ ａ を ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 細 径 部 １ ６ に 挿 入 す る 。 そ し て 、 こ の ガ イ ド カ テ ー テ
ル １ ０ の 細 径 部 １ ６ 内 を 通 し て 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ の 先 端 部 を 細 径 部 １ ６ の 先 端 部 か ら 突 出 さ
せ る 。 こ の 状 態 で 、 体 内 の 目 的 部 位 の 生 体 組 織 の 採 取 な ど を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 効 果 ）
以 上 説 明 し た よ う に 、 上 記 構 成 の 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 に あ っ て は 次 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ と の ２ つ の 器 具 を 処 置 具 収 納 部 ２ ２ に 収 容 し た
状 態 で 、 各 器 具 の 先 端 の 位 置 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
し た が っ て 、 器 具 の 一 方 を 細 径 部 １ ６ の 先 端 か ら 突 出 さ せ よ う と す る と き に 、 他 方 の 器 具
の 先 端 を 処 置 具 収 納 部 ２ ２ ま で 戻 し て い る か 否 か を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 手 術 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 の ガ イ ド カ テ ー テ ル 装 置 は ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ と の
組 み 合 わ せ の み な ら ず 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と 他 の 処 置 具 、 例 え ば 生 検 鉗 子 ２ ０ ｂ や ブ ラ シ
２ ０ ｃ と の 組 み 合 わ せ も 可 能 で あ り 、 胆 石 の 除 去 、 膵 管 の 擦 過 生 検 等 の 他 の 処 置 に お い て
も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 指 標 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ に 他 の 部 位 と は 異 な る 彩 色 を 塗 料 で 行
う こ と を 説 明 し た が 、 彩 色 を 例 え ば レ ー ザ ー マ ー キ ン グ に よ っ て 安 価 に 施 し て も 良 い 。 ま
た 、 例 え ば 指 標 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ の 部 位 の み 太 径 と し 、 触 覚 で 認 識 可 能 な 指 標 と し て も 良 い
。 ま た 、 こ の 指 標 と し て 、 他 の 部 位 と は 異 な る 材 質 の 部 材 か ら な っ て い て も 良 い 。 例 え ば
、 こ の よ う な 部 材 と し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ や 処 置 具 ２ ０ の 所 定 の 位 置 に リ ン グ 状 の 熱 収
縮 チ ュ ー ブ を 配 設 し 、 こ の チ ュ ー ブ に 熱 を 加 え る こ と に よ っ て 指 標 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ と し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ６ お よ び 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、
第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ り 、 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ ２ の 細 径 部 １ ６ は 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と 同 一 の 外 径 に
形 成 さ れ て 同 一 の 径 の 先 端 部 １ ６ ａ と な っ て い る 。 こ の 先 端 部 １ ６ ａ の 内 径 は 、 上 述 し た
細 径 部 １ ６ と 同 様 に 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 内 径 よ り も 細 径 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 細 径
部 １ ６ ａ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と は 、 テ ー パ 部 ２ ４ ａ に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。 な お 、 図 ６
（ Ａ ） な い し 図 ６ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の ル ー メ ン は シ ン グ ル ル ー
メ ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 突 設 部 ２ ６ の 開 口 端 部 ３ ０ に 連 通 し た 連 通 管 路 ３ ４ の 内
壁 部 の 後 端 に は 、 係 合 突 起 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 突 設 部 ２ ６ の 開 口 端 部 ３ ０ か ら
は ブ ラ シ ２ ０ ｃ が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 基 端 部 に は 、 好 ま し く は プ ラ ス チ
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ッ ク 材 か ら な る 保 持 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 持 部 ２ １ の 基 端 部 は 、 テ ー パ 部 ２ １
ｂ を 介 し て 先 端 部 よ り も 太 径 と な っ て い る 。 こ の 保 持 部 ２ １ の 先 端 部 に は 、 フ ラ ン ジ 部 ２
１ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と は 互 い に 係 合 可 能 と な っ て い る 。 こ こ で は
、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と は 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 材 な ど の 弾 性 材 か ら な る 。 そ
し て 、 係 合 時 に 処 置 具 位 置 認 識 手 段 と し て 手 応 え が あ る 程 度 に 係 合 さ れ る 。 ま た 、 係 合 突
起 ３ ６ に 対 す る フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ の 移 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 と し て 係 合 さ れ る 。 し た が っ
て 、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と が 係 合 し た 状 態 で は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 先 端 は カ テ
ー テ ル １ ０ の テ ー パ 部 ２ ４ ａ よ り も 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 側 （ 後 端 側 ） に あ る 。 す な わ ち 、 ブ
ラ シ ２ ０ ｃ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ が カ テ ー テ ル １ ０ の 外 部 に あ る と き に は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の
先 端 は 、 確 実 に 処 置 具 収 納 部 ２ ２ に あ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ
の 先 端 と フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と の 間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 係 合 突 起 ３ ６ と 処 置
具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 部 （ テ ー パ 部 ２ ４ の 先 端 部 ） と の 間 の 長 さ に 共 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
さ ら に 、 突 設 部 ２ ６ に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ が 挿 入 さ れ る 側 孔 ３ ２ が 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸
方 向 か ら 外 れ た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 側 孔 ３ ２ は 、 連 通 管 路 ３ ４ に 連 通 さ れ て い る
。 し た が っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ が 側 孔 ３ ２ か ら 連 通 管 路 ３ ４ を 経 て 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー
ブ 体 の 内 腔 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の と き 、 側 孔 ３ ２ に は 、 図 示 し な い シ ー ル 手 段 に よ っ て
ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 挿 入 部 分 が 水 密 に シ ー ル さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の ガ イ ド
ワ イ ヤ １ ８ に は 、 上 述 し た よ う な 指 標 ５ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 指 標 ５ ０ ａ は 側 孔 ３
２ に 相 対 す る 位 置 に 位 置 し た と き に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 部 が 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と 細
径 部 １ ６ ま た は 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と の 境 界 付 近 に 位 置 す る こ と を 示 す ガ イ ド ワ イ ヤ 位 置 認
識 手 段 （ 指 示 手 段 ） と な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の
先 端 と 指 標 ５ ０ ａ と の 間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 側 孔 ３ ２ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２
の 先 端 部 （ テ ー パ 部 ２ ４ ａ の 先 端 部 ） と の 間 の 長 さ に 共 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ し て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 使 用 時 に は 図 ７ （ Ａ ） お よ び 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、
手 元 側 の 操 作 部 １ ４ の 開 口 端 部 ３ ０ か ら 連 通 管 路 ３ ４ を 経 て 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内
腔 に ブ ラ シ ２ ０ ｃ が 挿 入 さ れ る 。 さ ら に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ が 側 孔 ３ ２ か ら 連 通 管 路 ３ ４
を 経 て 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に 挿 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う な 構 成 と す る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な 作 用 お よ び 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 こ の 係 合 突 起 ３ ６ の 例 え ば 前 方 に 隣 接 し て さ ら に 係 合 突 起 ３ ６ を 設 け て 、 フ ラ ン ジ
部 ２ １ ａ を 係 止 （ 保 持 ） す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ８ お よ び 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、
第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ り 、 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ８ （ Ａ ） お よ び 図 ８ （ Ｃ ） と 、 図 ９ （ Ａ ） と に 示 す よ う に 、 こ の 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の ル
ー メ ン は ダ ブ ル ル ー メ ン と な っ て い る 。 一 方 の 第 １ の ル ー メ ン ２ ２ ａ は 、 後 述 す る 第 １ の
開 口 端 部 ３ ０ ａ に 連 通 さ れ て い る 。 他 方 の 第 ２ の ル ー メ ン ２ ２ ｂ は 、 後 述 す る 第 ２ の 開 口
端 部 ３ ０ ｂ に 連 通 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら ル ー メ ン ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 先 端 部 は 、 図 ８ （
Ａ ） に 示 す よ う に 、 テ ー パ 部 ２ ４ よ り も 後 方 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 １ ４ の 突 設 部 ２ ６ は 、 ２ つ に 分 岐 し て 第 １ お よ び

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-8524 A 2004.1.15



第 ２ の 突 設 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 突 設 部 ２ ６ ａ は 、 挿 入 部 １ ２ の 中
心 軸 に 沿 っ て 後 方 に 向 け て 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 突 設 部 ２ ６ ａ の 後 端 部 に は 、 挿
入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に 連 通 す る 第 １ の 開 口 端 部 ３ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、
こ の 第 １ の 開 口 端 部 ３ ０ ａ に は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ が 挿 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、
こ の 開 口 端 部 ３ ０ ａ に は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ を 水 密 に シ ー ル す る 図 示 し な い シ ー ル 手 段 が 配 設
さ れ て い る 。 ま た 、 突 設 部 ２ ６ ａ の 外 周 面 に は 、 挿 入 部 １ ２ の 軸 方 向 に 対 し て 略 直 交 す る
方 向 に 向 け て 送 液 口 金 ３ ８ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 送 液 口 金 ３ ８ は 、 第 １ の 開 口 端 部 ３ ０
ａ に 第 １ の 連 通 管 路 ３ ４ ａ に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 こ の 突 設 部 ２ ６ ａ の 開 口 端 部 ３ ０ ａ に 連 通 し た 連 通 管 路 ３ ４ ａ の 内 壁 部 の 前 端 と 送
液 口 金 ３ ８ と の 間 に は 、 係 合 突 起 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 突 設 部 ２ ６ ａ の 開 口 端 部 ３
０ ａ か ら は ブ ラ シ ２ ０ ｃ が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 保 持 部 ２ １ の 先 端 部 に は
、 上 述 の 係 合 突 起 ３ ６ に 係 合 可 能 な フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ れ ら フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と は 互 い に 係 合 可 能 と な っ て い る 。 こ こ で は 、 フ
ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と の 係 合 時 に は 、 処 置 具 位 置 認 識 手 段 と し て 手 応 え が あ る
程 度 に 係 合 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と 係 合 突 起 ３ ６ と が 係 合 し た 状 態 で は
、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 先 端 が テ ー パ 部 ２ ４ ａ よ り も 処 置 具 収 納 部 ２ ２ 側 （ 後 端 側 ） に あ る 。 す
な わ ち 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ が 連 通 管 路 ３ ４ ａ の 係 合 突 起 ３ ６ よ り も 後 端 側
や カ テ ー テ ル １ ０ の 外 部 に あ る と き に は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 先 端 は 、 確 実 に 処 置 具 収 納 部 ２
２ に あ る 。 こ の た め 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ブ ラ シ ２ ０ ｃ の 先 端 と フ ラ ン ジ 部 ２ １ ａ と の
間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 係 合 突 起 ３ ６ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 部 （ テ ー パ
部 ２ ４ の 先 端 部 ） と の 間 の 長 さ に 共 通 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
さ ら に 、 第 ２ の 突 設 部 ２ ６ ｂ は 、 挿 入 部 １ ２ の 中 心 軸 の 軸 方 向 に 対 し て 所 定 の 屈 曲 角 度 で
屈 曲 さ れ た 方 向 に 向 け て 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 屈 曲 角 度 は 例 え ば ２ ０ °な い し ３ ０
°程 度 に 設 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 こ の 突 設 部 ２ ６ ｂ の 後 端 部 に は 、 挿 入
部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に 連 通 す る 第 ２ の 連 通 管 路 ３ ４ ｂ に 連 通 し て 第 ２ の 開 口 端 部 ３
０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 第 ２ の 開 口 端 部 ３ ０ ｂ に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ が 挿 入
さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 開 口 端 部 ３ ０ ｂ に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ を 水 密 に
シ ー ル す る 図 示 し な い シ ー ル 手 段 が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ に は 、
上 述 し た よ う な 指 標 ５ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 指 標 ５ ０ ａ は 開 口 端 部 ３ ０ ｂ に 相 対 す
る 位 置 に 位 置 し た と き に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 部 が 先 細 テ ー パ 部 ２ ４ と 細 径 部 １ ６ ま
た は 処 置 具 収 納 部 ２ ２ と の 境 界 に 位 置 す る こ と を 示 す ガ イ ド ワ イ ヤ 位 置 認 識 手 段 （ 指 示 手
段 ） と な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 と 指 標 ５ ０
ａ と の 間 の 長 さ が 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 開 口 端 部 ３ ０ ｂ と 処 置 具 収 納 部 ２ ２ の 先 端 部
（ テ ー パ 部 ２ ４ の 先 端 部 ） と の 間 の 長 さ に 共 通 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
そ し て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ０ の 使 用 時 に は 図 ９ （ Ａ ） お よ び 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、
手 元 側 の 操 作 部 １ ４ の 第 １ の 開 口 端 部 ３ ０ ａ か ら 第 １ の 連 通 管 路 ３ ４ ａ を 経 て 挿 入 部 １ ２
の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に ブ ラ シ ２ ０ ｃ が 挿 入 さ れ る 。 さ ら に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ が 第 ２ の 開
口 端 部 ３ ０ ｂ か ら 第 ２ の 連 通 管 路 ３ ４ ｂ を 経 て 挿 入 部 １ ２ の チ ュ ー ブ 体 の 内 腔 に 挿 入 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う な 構 成 と す る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な 作 用 お よ び 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ を ダ ブ ル ル ー メ ン と し て 説 明 し た が 、 例 え
ば ３ つ な ど の マ ル チ ル ー メ ン を 有 す る こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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ま た 、 図 １ ０ （ Ａ ） お よ び 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 細 径 部 １ ６ が ダ ブ ル ル ー メ ン と な
っ て い て も 良 い 。 ま た 、 こ の と き 、 処 置 具 収 納 部 ２ ２ は 、 図 １ ０ （ Ａ ） お よ び 図 １ ０ （ Ｃ
） に 示 す よ う に 、 シ ン グ ル ル ー メ ン と な っ て お り 、 か つ 、 ３ つ の 器 具 が 処 置 具 収 納 部 ２ ２
に 収 納 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
し た が っ て 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ３ つ の 器 具 の う ち 、 例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ １ ８ と
把 持 鉗 子 ２ ０ ａ と が 細 径 部 １ ６ の 先 端 の 先 端 開 口 部 か ら 導 出 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
と こ ろ で 、 第 １ な い し 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 把 持 鉗 子 ２ ０ ａ ， 生 検 鉗 子 ２ ０ ｂ ， 細 胞 診
ブ ラ シ ２ ０ ｃ を 用 い て 説 明 し た が 、 他 の 処 置 具 と し て 、 例 え ば 、 注 射 針 、 造 影 チ ュ ー ブ 、
砕 石 具 、 ク リ ッ プ 装 置 、 高 周 波 ス ネ ア 、 パ ピ ロ ト ミ ー ナ イ フ な ど 、 種 々 の 処 置 具 類 を 用 い
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ れ ま で 、 い く つ か の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ の
発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 行
な わ れ る す べ て の 実 施 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ １ 】
上 記 説 明 に よ れ ば 、 下 記 の 事 項 の 発 明 が 得 ら れ る 。 ま た 、 各 項 の 組 み 合 わ せ も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 先 端 側 お よ び 後 端 側 で 内 腔 径 が 異 な り 、 段 付 部 で こ れ ら 先 端 側 お よ び 後 端
側 が 接 続 さ れ て な り 、 内 視 鏡 の 細 長 い 挿 入 部 に 挿 通 し て 内 視 鏡 に 組 み 合 わ せ る カ テ ー テ ル
と 、
こ の カ テ ー テ ル の 後 端 側 で 複 数 が 、 先 端 側 で 後 端 側 に 挿 通 さ れ た 複 数 の う ち の １ つ が 挿 通
可 能 な 処 置 具 と 、
を 有 す る 内 視 鏡 用 処 置 装 置 に お い て 、
前 記 複 数 の 処 置 具 を カ テ ー テ ル の 後 端 側 に 挿 通 し た 状 態 で 、 各 処 置 具 の 先 端 が 前 記 段 付 部
に 位 置 す る こ と を 示 す 指 示 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 視 覚 お よ び ／ も し く は 触 覚 で 認 識 可 能 な マ ー キ ン グ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 他 の 部 位 に 対 し て 識 別 可 能 に 彩 色 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 付 記 項 １ も し く は 付 記 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 他 の 部 位 に 対 し て 異 な る 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る
付 記 項 １ も し く は 付 記 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 塗 料 に よ り 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ な い
し 付 記 項 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ な い
し 付 記 項 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 レ ー ザ ー マ ー キ ン グ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １
な い し 付 記 項 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 指 示 手 段 は 、 前 記 処 置 具 の 移 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 で あ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 前 記 規 制 手 段 は 、 前 記 処 置 具 の 所 定 の 位 置 に 係 止 部 を 設 け 、 こ の 処 置 具 の
先 端 が 前 記 段 付 部 に 位 置 す る と き に 前 記 係 止 部 に 係 止 さ れ る 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 付 記 項 ８ に 記 載 の カ テ ー テ ル 装 置 。
【 ０ ０ ７ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ や 処 置 具 の カ テ ー テ ル へ の 挿 通 量
を 容 易 に 認 識 で き 、 か つ 、 手 術 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル 装 置 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る ガ イ ド カ テ ー テ ル に ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ
た 状 態 を 示 す 部 分 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 把 持 鉗 子 の 概 略 図 、 （ Ｃ ） は 生 検 鉗 子 の 概 略 図 、 （ Ｄ
） は ブ ラ シ の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る ガ イ ド カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 断 面 図 、 （ Ｂ ）
は （ Ａ ） の 外 観 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は カ ッ プ を 閉 じ た 状 態 で 、 カ ッ プ を 先 端 方 向 か ら 見 た 概 略 的 な 正 面 図 、 （
Ｂ ） は カ ッ プ を 閉 じ た 状 態 で 、 カ ッ プ を 側 面 か ら 見 た 概 略 的 な 側 面 図 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た カ ッ プ の 変 形 例 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） に 示 す カ ッ プ の 先
端 の 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る ガ イ ド カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 断 面 図 、 （ Ｂ ）
は （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は 挿 入 部 の 後 端 部 お よ び 操 作 部 の 概 略 的 な 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 外 観
図 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に か か る ガ イ ド カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 断 面 図 、 （ Ｂ ）
は （ Ａ ） の 外 観 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 挿 入 部 の 後 端 部 お よ び 操 作 部 の 概 略 的 な 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 外 観
図 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） は 第 １ な い し 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ）
の Ｅ － Ｅ 線 に 沿 う 断 面 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｆ － Ｆ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … ガ イ ド カ テ ー テ ル 、 １ ２ … 挿 入 部 、 １ ４ … 操 作 部 、 １ ６ … 細 径 部 、 １ ８ … ガ イ ド ワ
イ ヤ 、 ２ ０ … 処 置 具 、 ２ １ ａ … フ ラ ン ジ 部 、 ２ ２ … 処 置 具 収 納 部 、 ２ ４ … 先 細 テ ー パ 部 、
２ ６ … 突 設 部 、 ３ ６ … 係 合 突 起 、 ４ ０ … 内 視 鏡 、 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ … 指 標
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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